（B）　簡　　  易　　  明　　  細　　  書（1/2）
（化学・バイオ・医薬用）
（明細書はあなたの発明内容を世界中の人に知ってもらえる最大のチャンスです。）

	1. 発明の名称　（発明を端的に表す題名を付けて下さい。）
2. 特許請求の範囲（案）

（権利として取りたいと思っていることを、できるだけ簡潔に書いて下さい。第三者の実施を阻止できる範囲でもあります。）
3. 発明の詳細な説明

イ. 技術分野　（例えば「アミノ酸の製造方法に関する」とか、「ＤＮＡ複製装置に関する」等と書きます。）
ロ. 背景技術。

（本件発明に最も近いと思われる先行文献名を示して、従来技術を説明して下さい。またその問題点を示して下さい。なお、新規物質や新規用途の発明にあっては、そのものの期待される効果等を書いて下さい。）
ハ. 発明が解決しようとする課題

（背景技術の欠点に対応させて、解決しようとする課題を書いて下さい。）
ニ. 発明の効果

	
	（考えつく効果を全て書いて下さい。また考えられる用途も書いて下さい。）
	

	
	
	

	


注：　枠内に書ききれない場合には項目を分けて別紙に書いて下さい。
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	ホ. 発明を実施するための形態
（（ハ）項で提起した課題を解決するための手段として、思いつくものを全て挙げて下さい。その他作用機構，確認方法等，発明についての説明を書いて下さい。）
ヘ. 実施例

（審査官が追試できるように具体的に書いて下さい。発明の範囲全体をカバーするように、できるだけ多くの例を示して下さい。特に、化学･医薬・バイオ・合金等に関する分野は、実験データが重要です。）

ト. 図面（フリーハンドでもＯＫです。）
(装置や構造の説明が必要な場合は、図面を添付して下さい。できれば斜視図とし、引き出し線を用いて、部位の説明も入れて下さい。)
チ. その他、参考になる資料があれば添付して下さい。




